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 １ 論文題目（英文の場合は，和訳を付記すること。） 
 テキスタイルセンサーの検知圧力に関する研究                                        
                                         
                                         
 
 ２ 要  旨（和文 2,000字程度又は英文 800語程度にまとめること。） 
 福井県は，全国でも屈指の一大合繊産地であるが，近年の福井県内の繊維産業に携わ
る事業所数，従業員数，製造品出荷額等はいずれも減少している．このような状況の中
で，経済産業省では，長期的に日本の国際競争力を維持するためには，国内に高付加価
値の生産・技術基盤を残し，次々に新たな製品や製法を開発し続けることが重要である
としている．福井県でも，福井経済新戦略により，県の特色を活かし新たな製品を供給
する産業として，e－テキスタイル分野を挙げており，繊維産業において新規に展開する
繊維分野の一つとして e－テキスタイルが有望であると考えられる．          
 e－テキスタイルとは, エレクトロニクス技術とテキスタイル技術を融合させることで
センサー等の高機能を付与したテキスタイルのことであり，通信，コンピューター，エ
ネルギーなどの多分野での進展が期待されている．センサー機能をテキスタイルに付与
する方法として，センサーを繊維やテキスタイルに組み込む方法，テキスタイルに導電
糸を配置して電極として使用する方法，テキスタイルの構造でセンサー機能を構築する
方法などがある．                                       
 福井県工業技術センターでは，織物構造でセンサー機能を構築するテキスタイルとし
て，平二重袋織物の上層部と下層部に導電糸を配置し，織物の圧縮特性を利用して圧力
を検知できるテキスタイルセンサーを開発した．このテキスタイルセンサーは，織物構
造でセンサーを構築しており，センサーの剥離がなく高耐久性である．さらに，製織工
程によりセンサー機能を構築できるため，比較的安価に大面積化と量産化が可能である
が，実用化にはこのセンサーの検知する圧力（検知圧力）の応答特性，耐久特性や検知
圧力に応じた最適な織物規格を検討する必要がある．そこで，本論文ではこれらのテキ 
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スタイルセンサーの課題を解決するために，このセンサーの特性や織物規格について検討
した．                                                                                              
 第 1章では，本研究の背景である福井県繊維産業の現状を説明し，産地の技術力を活か
した高付加価値な繊維製品を開発していくためには，e－テキスタイルが有望な繊維分野の
一つであることを述べ，本研究で取り扱うテキスタイルセンサーの構造や研究課題と本論
文に係る研究構成について記した．                            
 第 2章では，テキスタイルセンサーの応答性についての研究結果を述べた．今回作成し
たテキスタイルセンサーの検知圧力応答性は，加圧時は 100 ns，除圧時は 400 nsであり，
感圧スイッチに適していることを明らかにした．また，テキスタイルセンサーの繰り返し
圧縮圧力の検知が可能な周波数領域は 30 Hz以下であることを明らかにした．                    
 第 3章では，テキスタイルセンサーの動的圧縮耐久性についての研究結果を述べた．テ
キスタイルセンサーへ最大 20 kPa の繰り返し圧力を負荷したとき，繰り返し回数が 100
万回以下であれば，動的圧力負荷前の圧力検知応答性が維持されること，200 万回を超え
ると検知圧力の増加や測定不能な箇所が増えることなど，動的圧力負荷前後の検知圧力の
応答性の変化を明らかにした．                             
 第 4章では，テキスタイルセンサーの静的圧縮耐久性についての研究結果を述べた．テ
キスタイルセンサーへ静的圧力の負荷時間を増加させると，検知圧力が減少すること，静
的圧力が高いと検知圧力が早く減少すること，検知圧力は静的圧力を長時間かけると静的
圧力負荷前の状態に回復しないことなどを明らかにした．                                       
 第 5章では，テキスタイルセンサーの導電糸の配置と検知圧力の関係についての研究結
果を述べた．テキスタイルセンサーの導電糸の配置を変えることにより，検知圧力の変化
を明らかにした．また，テキスタイルセンサーのたて糸とよこ糸の導電糸の本数を増加さ
せると，検知圧力が減少し，ばらつきを抑制できることを明らかにした．                   
 第 6章では，テキスタイルセンサーのよこ糸と検知圧力の関係についての研究結果を述
べた．テキスタイルセンサーのよこ糸の切断前後の検知圧力を測定することにより，よこ
糸が支えている圧縮圧力を明らかにした．また，テキスタイルセンサーの袋の長さを長く
すると，小さい圧縮圧力で検知できることを明らかにした．                                   
 第 7章では，本論文のまとめを行い，今後の課題や展望を述べた．                              
                                             
                                             
                                             
                                            
                                           
 
